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１ 学校教育活動の方針 

 

 本校が地域から強く期待されているものは、「文武両道」と「規範意識」、「国際理解」の

精神である。とくに学力については、「国公立大学にも十分に進学できる力」の充実をすすめ

る。また、保護者のアンケートや生徒の学校評価によると、生徒は「勉強のできる学校」「自

分で自分の時間割を作成できる学校」「規律正しく安心して学校生活が送れる学校」等、本校

の特徴を十分に理解して入学してきている。生徒一人ひとりの思いに十分応えるために、本校

が地域社会に約束してきた「学力充実」「規範意識の確立」「部活動の活性化」「国際理解教

育」を一層進め、生徒が希望する進路を実現する。 

 本校の教育方針は①「学習活動の重視」、②「規範意識の確立」、③「自主自立の精神の育

成」、④「国際理解教育の推進」の４つである。この中でも①「学習活動の重視」は本校の揺

るぎない大きな大黒柱である。４本柱の理念は以下のとおりであり、各理念に基づいて個々の

方針を定める。 

 

 ① 学習活動の重視 

    本校が最も力を入れる目標である。国公立大学への受験にも対応できる教育課程の編

   成・実施による教科教育活動の展開を中心として、すべての学校教育活動がこの目標に

   集約されるように学校教育計画を構築する。 

    なお、本校では「学力」を単なる知識としてとらえるのではなく、卒業後の進路を実

現するための「生きる力」と捉えている。 

 

 ② 規範意識の確立 

    本校生として最低限守るべき規範を教職員が一丸となって指導をすることにより、す

   べての教職員が一貫した指導ができるようにすると共に、生徒が安心して安全に学校生

   活を送ることができる環境を整備する。また、挨拶を励行すると共に、努力している生

   徒を積極的に支援することを通じて、自己や他者を認め、共に生きることの大切さを学

   ぶなどの人権意識の高揚を図る。 

 

 ③ 自主自立の精神の育成 

    自主活動は、生徒が持つ知識や経験を発揮して知恵をつけるための最適な場である。 

   そこで、生徒が主体となって自主活動（学校行事やクラブ活動等）に取り組むことによ

   って、自主自立の精神が育つように、学校として積極的にサポートする。 

 

 ④ 国際理解教育の推進 

    グローバル社会を生き抜くためには、考えや文化の異なる相手と適切にコミュニケー

ションがとれ対等に議論ができる語学力、多文化に対する正しい理解が大切であるとい

う観点から、姉妹校であるオーストラリアのトゥーンバ高校、タイのルンアルン学園、

韓国の中央大学校師範大学附属高等校との相互短期留学など、学校教育活動のあらゆる

機会（選択科目、学校行事、クラブ活動等）を通じて国際理解教育の推進をめざす。 
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(１) 学習指導の方針 

 ① 時代の要請に応える教育を展開するにあたって、生徒が自ら進んで学習することによっ

  て学ぶ喜びを体得させる。また生涯にわたって学習意欲を維持するために必要な基礎学力

  を身につけ、一人ひとりの個性を伸長させることが可能となるよう、学習教材の整備や指

  導方法の工夫改善に努め、充実した授業を実施する。 

 

 ② 生徒の多様な個性や能力の伸長を図るため、各教科毎に年間指導計画・指導目標を明確

  にするとともに、教材研究を深め、指導方法を工夫し、基礎学力の充実と学習意欲の向上

  を図る。 

 

 ③ 教育課程に基づく通常の授業以外の時間を積極的に活用することにより、学習到達度の

  低い生徒に対する指導、ならびに、より高い到達目標を持つ生徒の学力伸張のための指導

  など、生徒の能力・適性・意欲に応じた綿密な指導を行う。 

 

 ④ 中学校における教育内容を知り、中学校から高等学校への円滑な接続を図り、中高の教

  育の一貫性を図ることを目的として、中高連絡会や中学校訪問などを通しての意見交換・

  情報交換を推進する。 

 

 ⑤ 生徒が興味を持って主体的に参加する授業を実現するため、研究授業・校内研修・生徒

  による授業評価などを行い、学習効果を高めるための方策について実践的研究を行う。 

 

 ⑥ 単位制高校であることを踏まえ、生徒が自分の将来を見つめるための科目（進路探究科

  目）や進路実現を目指した科目（進学対応科目）など、目的を持って学習できる科目を設

  定し、進路目的に応じた科目を正しく選択できるようにキャリアガイダンス・科目選択の

  手引き（シラバスを含む）の充実に努める。 

 

 ⑦ 各教科の達成目標 

  ［国語科］ 

   ア 自主的な学習態度や習慣を養い、読書習慣を付けさせるとともに、基礎学力の充実

    を図る。 

   イ 評論教材を通じて、自然科学や社会科学の内容にも触れ、現代の諸問題に着目させ、

    総合的な視野や思考力を養う。 

   ウ 文学教材を通じて、豊かな感性や人間味ある豊かな知性を身につけさせ、人間とし

    てあるべき生き方について考えさせる。 

   エ 古典の読解のために、基礎的事項の習得に創意ある指導を工夫し、古典に親しむ態

    度を養う。 

   オ 古典教材を通じて、日本古来のものの考え方、感性への理解を深め、中国文化や現

    代とのかかわりについて学ばせる。 

 

  ［地歴・公民科］ 

   ア 生徒の実態に即し、その能力・関心に応じた学習の意欲と喜びを持つような授業を

    めざす。 

   イ 単なる知識の習得にとどまらず、国際化の進む現代社会に対応する学力の向上を期
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    する。 

   ウ 世界的な視野から社会における諸問題を正しく理解判断できる能力を養う。 

   エ 現代の社会及び未来の社会のあるべき姿を想定し、その実現のため役立つ学習であ

    るよう心がける。 

 

  ［数学科］ 

   ア 中学校での数学の学習内容を理解し、生徒の学力の実態を把握した上で、指導計画

    を立案する。 

   イ 基礎学力を充実させることはもちろん、習熟度別・少人数編成の授業を取り入れる

    ことで、生徒の学習意欲を引き出すよう、きめ細かい指導に努める。 

   ウ 生徒一人ひとりが、自らの目標に合わせた学力が習得できるように、多様な選択科

    目を設定し、目標達成および到達度の向上をめざす。 

    エ 学力補充のため、放課後、土曜日、夏休み等に補充授業や個別指導を計画する。 

 

  ［理科］ 

   ア 自然に対する関心や探究する態度・能力を育成する。 

   イ 自然科学の基本的な概念・原理・法則を理解させる。 

   ウ 科学的な自然観を涵養する。 

   エ 学習した知識・思考力・判断力を実社会の場で実践する。 

   オ 地球環境の保護ならびに生命尊重精神を醸成する。 

 

  ［保健体育科］ 

   ア 基本的生活態度の育成・ルールの遵守・時間厳守・日常の健康管理能力を養う。 

   イ 各種目の実践を通して、運動技能の修得と安全や事故防止に対する認識を深める。 

   ウ 施設・用具の使用方法と管理方法について理解し、公共物に対する望ましい態度を

身につける。 

   エ チームゲームやグループ学習を通して、試合運営やチームの一員としての公正・協

    力・責任などの社会性を身につける。 

   オ 身体上配慮を有する生徒などの指導に留意する。 

   カ 自分の身体の仕組みを知ることにより、環境との関わりも含めて、健康・安全に対

    する認識を深める。 

 

  ［芸術科］ 

   ア 芸術三科（音楽、美術、書道）のそれぞれの特質を活かして、生徒の感性を伸ばし、

    表現するよろこび、楽しさ、奥深さを感得させる。 

   イ 主体的、自律的な練習、発表、作品制作をする能力をつけることで、高校卒業後も

    芸術を愛好し生活に芸術を結びつける態度能力を身に付ける。 

   ウ 表現を可能にするための基本的な技能、鑑賞力を養うための教材を工夫発展させる。

    また、そのための教具機材の充実を図りたい。 

 

  ［外国語(英語)科］ 

    ア 外国語（英語）の運用能力とコミュニケーション能力の育成に努める。 

   イ 多様な社会･文化･歴史、並びに国際社会における課題などについてよりよく学べる
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    ように努める。 

   ウ 多様性尊重の精神、豊かな国際性と人権意識を育む。 

   エ 生徒一人ひとりをよく理解し、すべての生徒がその潜在能力をよりよく伸ばすこと

ができるように、教材や指導方法の工夫と改善に努める。また、補習や特別講座など

を通じて支援する。 

 

  ［家庭科］ 

   ア 個人の一生や地域社会のありようを長期的な展望でとらえ、生活者として自立をめざす。 

   イ 男女共同参画社会の推進や少子高齢化、福祉などの対応を重視して、家庭と社会づ

    くりの基本的な知識や技能を修得させる。 

   ウ 地球規模の視点に立って、消費者教育や環境問題にも関心をもち、意識を高めるこ

    とができるように指導を行う。 

 

  ［情報科］ 

    ア 情報及び情報技術を活用するための知識と技能の習得をめざす。 

   イ 情報に関する科学的な見方や考え方を養う。 

   ウ 社会の中で情報及び情報技術が果たしている役割や影響を理解させる。 

   エ 情報社会に積極的に参加できる能力と態度を育てる。 

 

  ［総合的な学習の時間］ 

   ア 生徒自らが自主的・主体的に課題に取り組む姿勢を養う。進路実現のための学習、

    広く国際社会を理解するための学習、人間と自然の関わりを学ぶ学習などを通して、

    課題発見・情報収集と、課題解決に至る過程を学習させる。 

   イ 国際交流を通して、異文化に対する理解と協調の態度を学ばせる。 

   ウ 学習した課題解決の過程を自らの進路実現に応用し、ライフプランを作り、それに

    向かっての具体的な行動を起こさせる。 

 

  ［進路探究科目］ 

   ア 高校、専門学校、大学卒業後の職業を見定めるにあたり、参考となるような内容に

    ついて科目を設定する。 

   イ 科目内容はあくまで入門・動機付けとし、大学等を選ぶ際の参考になることを目的

とする。 

 

 ⑧ 年間授業日数・時数の確保についての措置 

  ア 年間行事計画の作成にあたっては授業日数を確保するとともに、曜日に偏りがないよ

   う調整する。 

  イ 教員の出張・休暇などについては出来る限り振り替え授業を行うが、やむを得ず欠け

   る場合は適切な自習課題を用意し、監督者により学習が有効に行われるように留意する。 

  ウ ３年は補充授業を実施することにより、日数・時数を確保する。 

 

 ⑨ 学校図書館の利用指導及び読書指導計画 

  ア 図書館運営の充実                                                      

        学校図書館の活用促進及び読書教育の充実を図るため、運営体制の充実をはかる。 
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  イ 図書館設備の充実                   

    図書館の利用を促進するため、図書資料を充実させるとともに設備の改善に努める。 

  ウ 図書館活動 

   ａ．図書館は各教科と協力し、各教科の学習指導に図書館の設備・資料の利用をとり入

     れるよう努める。 

   ｂ．ＨＲ担任との連携のうえ、ＨＲの活動計画の中に図書館の利用を織りこむように努

     める。 

   ｃ．図書館に設置されたコンピューターを使ってインターネットによる情報収集の方法

     を指導するとともに、インターネット情報を適切に利用する態度を養わせるよう努

     める。 

   ｄ．「図書館だより」の発行により、購入図書の紹介と読書指導に努める。 

   ｅ．生徒の読書の実態、図書館の利用状況を調べ、読書指導の参考とする。 

        図書資料の選定には、図書館の目的に照らしながらバランスのとれた構成になるよ

     う配慮し、かつ生徒の希望を取り入れ、読書意欲を引き起こすよう努める。 

     ｆ．生徒図書委員会が中心となり、日々の図書室の管理・運営に参加する。 

   エ 視聴覚教育活動 

   ａ．視聴覚教育を推進・発展させるため、視聴覚機器及び教材を充実させ、積極的な利

     用をはかる。 

   ｂ．視聴覚教育に対する認識、知識を深め、実際運用に対する技能を高めるよう、教職

     員研修を推進する。 

   ｃ．教科指導での視聴覚教材の効果的な使用をめざす。また、学校行事等で視聴覚機器

     を有効に利用する。 

 

(２) 特別活動の方針 

 ① 目標 

   自主的・民主的な集団活動の育成を目指し、集団の規律や友情を学ぶ機会となるよう心

  掛け、多様な生徒の興味・関心に対応した多彩な教育内容を展開する。すなわち自主自立

  の精神を生徒に植え付け、今この社会で失われがちな「大切にする」「愛する」「尊敬す

  る」心を育成する必要がある。具体的には、家族を大切にする心、自分の学んだ学校を大

  切にする心、地域を愛する心、社会を愛する心、そして他の国を愛する心、日本を愛する

  心を育むことである。互いの信頼にはこの大切にする心、愛する心を醸成しなくてはなら

  ない 

 

 ② 指導計画 

    ホームルームの指導 

      ロングホームルーム    週１回（木曜日６限目） 

      ショートホームルーム   毎日１０分 

    ※担任会を中心に企画し、他の分掌からの提案も積極的に取り入れながら、ホームル

     ームを生徒自ら運営し、クラスの親和、協同の雰囲気、態度を育成する。 

 

 ③ 生徒会活動の指導‥‥生徒会執行部と各ホームルームの連絡を密接にし、ホームルーム

活動を自主的・民主的に運営する。 
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 ④ クラブ活動の指導 

   ［文化系部活動］ 

     演劇、吹奏楽、茶道、軽音楽、イラスト、弦楽、ダンス、園芸、美術、文芸、地歴、

放送 

   ［体育系部活動］ 

   野球、サッカー、陸上、男子硬式テニス、女子硬式テニス、ソフトテニス、     

   男子バスケットボール、女子バスケットボール、女子バレーボール、バドミントン、 

   剣道、水泳、卓球、合気道同好会 

   ※部活動毎に活動記録簿を備え、顧問が常時その状況を管理する。 

   ※部活動と学習活動の両立には常に留意し、無理のない練習を行うよう指導する。 

 

 ⑤ 学校行事の指導 

   学校行事の組織・運営については、生徒の学校生活を向上・発展させる観点から重視し

  て取り組む。また、自主的・民主的に組織・運営され、学校教育目標の達成をめざす。 

  ア 儀式（入学式、卒業式、始業式、終業式） 

    厳粛の中にも生徒に親しみを感じさせるようよう配慮する。 

  イ 文化的行事（クラブ紹介、文化祭） 

   ａ．４月中旬に新入生歓迎行事として、文化系クラブの発表と勧誘のためのクラブ紹介

     を行う。 

   ｂ．９月上旬に２日間、文化系クラブの活動発表、ホームルームの文化活動発表を中心

     に公開する。 

  ウ 体育的行事（体育大会）   

    ６月上旬に体育大会を行う。 

  エ 校外学習 

    校外学習などを、年２回実施する。 

  オ その他の行事 

    必要に応じて分掌から提案する。 

  カ 安全点検の実施 

    学期毎に安全点検を実施する。点検結果に基づき改善等の措置をとる。 

 

(３) 道徳教育及び生徒指導の方針 

 ① 目標 

  今、青少年の問題行動や社会規範の欠如などが大きな問題となっている。本校では、規範

 意識、豊かな道徳心、逞しい自立心を持つ若者を育成する。これからの教育では、変化の激

 しい社会に漫然と生きるのではなく「よいことは良い」「悪いことは悪い」としっかり言え

 る正義感溢れる若者を育てることが求められる。地域や社会から、さすが槻の木高校である

 と評価を受ける確かな規範意識を持つ生徒を育成することが大切である。 

  槻の木高校が府民から信頼を得るためには、「学習活動」とともに「規範意識」の醸成、

 「公共心」「社会のルール」を身に付けさせることが大切である。生徒にしっかりとこれら

 を定着させていくことが、今後の本校の行く末を決定することになる。 

  今の若者は挨拶ができないとの指摘を多く受ける。人間関係をより豊かにするためには、

 「礼」の挨拶が大切である。朝の正門での挨拶、授業開始・終了時で挨拶、下校時での挨拶

 ができるようにする。そして、より高い規範意識の醸成に努める。具体には、しっかりとし
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 た身だしなみの躾指導と共に、生徒にはきめ細かい、丁寧な指導が本校の方向性を決めるこ

 とになる。槻の木高校は「指導は厳しいが、先生はとても温かい心の方ばかりである」と生

 徒・保護者の信頼を受けるよう指導する。生徒一人ひとりに「厳しさと温もり」を兼ね備え

 た手厚い指導を行う。そのためには、生徒の生活実態を十分に把握するために、学校での指

 導だけでなく家庭訪問などを実施する。また中学との連携は生徒を育むためには欠かす事が

 できない。全教職員で中学との連携を進める。さらに部活動を活性化し、文武両道を進める。

  そして、いかなる場面でも他人と協調し、自立的に社会生活を送っていく人間としての実

 践的な力を築き上げる。 

 

 ② 個別指導 

  ア 基本的生活習慣の確立及び基本的生活力の獲得をめざす。 

  イ 自主的精神を育成するため、部活動・学校行事・ホームルームへの積極的参加を奨励

   する。 

  ウ 問題行動に対しては自己責任を厳しく追及し、きめ細かい指導によって再発を防ぎ、

   自律心を育てる。指導の際は、対話を通じて生徒を理解し、納得させる根強い指導を心

   掛け、保護者との連絡を密にする。また、指導方針や方法については、生徒の実態をよ

   く把握し、討議の上決定し、共通理解のもと、全教員によって推しすすめていく。 

  エ 問題行動が生起したときは、生活指導課会議・担任会議・教育相談委員会・補導委員

   会等の会議により、事案の分析・指導方針等を討議・決定し職員が一丸となって指導に

   あたる。 

 

 ③ 集団指導 

  ア 自律心の育成・自己責任の確立・５分前集合の徹底を目標に取り組む。 

  イ 学警補導連絡会等において本校生徒の校外での生活状況の情報を収集したり、出席状

   況を毎日把握することで、問題行動の早期発見に努める。 

  ウ 心の教育の充実を期すため、生徒の情報交換・研究・協力を行うための会議の充実や

   スーパーバイザーの積極的活用を図る。 

 

 ④ 道徳教育 

  ア 自主自立の精神を備えた人間性豊かな生徒の育成をめざす。 

  イ 生命の大切さや善悪の区別など人間としての基本的な倫理観・規範意識を身につけさ

   せるように学校教育活動全体を通じて指導する。 

 

 ⑤ 交通安全教育 

    ア 交通法規指導・マナー指導を定期的に行う。 

  イ 自転車通学者に対して、交通安全指導の出席を義務化する。 

  ウ  ブレーキ・ライト等自転車の点検活動を行い、安全の確保に努める。 

 

 ⑥ 交通安全指導 

  ア 交通安全指導を折に触れて実施し、事故の絶滅を期す。 

  イ 三無運動を堅持し、登下校に単車を使用した場合、指導対象とする。 

  ウ 雨天時における自転車乗車生徒には、必ずレインコートを着用させる。 
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(４) 進路指導の方針 

 ① 目標 

     生徒が自己及び自己を取り巻く環境を把握し、将来の見通しを立て、自己の進路実現を

  なし得るよう支援する。 

   キャリア教育の充実を図り、より高い志を育み、社会で貢献できる人材の育成のため、

  入学時よりきめ細かなガイダンス、より適切・適確な進路指導を心がける。 

   生徒の個性を伸長させ希望進路を実現させるために、２年次から始まる選択科目として

  １００科目以上用意する。その中から、自分の目標に合った時間割を作り、ベストを尽く

  すように指導する。進学を目ざす生徒には、志望大学の受験科目に合った授業を集中的に

  学ぶことを可能にする。基礎基本をしっかり学び、生徒の進路にあった学習を徹底させる。

  十分なガイダンスの下で、自分で自分の時間割を作り、生徒の自己責任感を育成し生徒の

  進路希望を成就させる。 

 

 ② 指導計画 

    ア ホームルール担任と密接な連携を保ち、生徒の立場に立った指導をする。 

    イ 各学年に応じた進路指導のあり方を研究し、生徒の実状と時代の要請を踏まえた実践

   をする。 

    ウ 各種資料の充実を図ると共に､本校のデータ分析に基づく独自の資料を作成する。 

 

 ③ 具体的取り組み 

  ア 進路情報の収集，整理，広報 

      ａ．大学（短大・専門学校）案内、進学参考書、問題集などの収集整備に努め、学習指

     導室、ガイダンス室を整備する。 

   ｂ．進路研究会主催の各種会議、受験情報業者による説明会、各学校による進路説明会

     などを通じ、現状を分析し、理解を深める。  

      ｃ．プライバシー保護の観点に立ちながら、各種個人資料を運用し、本校独自の進学指

     導資料を作成する。 

      ｄ．インターネットによる情報収集をはかる。 

    イ 学力（模擬）テストの企画運営 

  ウ 進学（就職）講習の企画立案 

  エ 進路（キャリア）ガイダンスの企画運営 

  オ 高大連携の推進 

  カ 学力向上の研究実践  

  キ 「学習指導室だより」の発行  

  ク 志望校検討会議の企画・運営  

  ケ 校内進路指導研修による教員の情報共有  

  コ 保護者対象の学年ごとの進学説明会の実施  

  サ 啐啄サポートによるチューター制の導入  

 

(５) 人権尊重の教育の方針 

 ① 人権教育の定義 

   人権は、人々が生存と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利である。すべての

  人は、一人一人がかけがえのない存在であるということを認識し、それぞれの個性や価値
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  観、生き方などの違いを認め合い、多様性を尊重することが必要である。また、これらが

  可能となる社会の実現が求められる。 

   人権教育は、知識と技術の伝達および態度の形成を通じ、人権という普遍的文化を構築

  するためにおこなわれる教育、研修、普及および広報努力である。また、人権教育には、

  次の要素がある。 

   ・人権としての教育････‥すべての人々に教育が保障されなければならない。 

   ・人権を通しての教育････人権が守られた環境と条件が保障されなければならない。 

   ・人権についての教育････基本的人権（自由権・社会権）や国際人権をはじめとする 

               権利について教えなければならない。 

   ・人権のための教育‥････人権の保障と発展のために必要な技術と態度が教えられな 

ければならない。 

 

 ② 人権教育の目標 

   本校は次の目標を掲げて人権教育に取り組む。 

  ａ．人権と基本的自由の尊重 

  ｂ．人格および人格の尊厳に対する感覚の十分な発達 

  ｃ．すべての国家、先住民、および人種的、民族的、種族的、宗教的、言語的集団のあい

    だの理解、寛容、ジェンダーの平等ならびに友好の促進 

  ｄ．差別の実態に学び、すべての社会的身分と家族的出身による差別の解消を求める。 

  ｅ．すべての人が自由な社会に効果的に参加できるようにする。 

  ｆ．平和と民主主義の原則を前進させる。 

     「日本国憲法」の平和主義と基本的人権の諸規定・概念および価値を基礎に、次の法

   令などと踏まえて人権教育を進める。すなわち、「女子に対するあらゆる形態の差別の

   撤廃に関する条約」や「児童の権利に関する条約」などの国際規約、「人権教育および

   人権啓発の推進に関する法律」、「地域改善対策協議会意見具申」などの国内法規等、

   「人権教育のための国連 10 年大阪府後期行動計画」や「大阪府人権尊重の社会づくり

   条例」などの条例等である。 

    また、社会経済情勢の変化に伴う新たな人権問題の出現や、人権問題に対する関心の

   高まり、人権に関する新たな法律の制定や制度の創設などに配慮しながら、人権教育を

   進める。さらに、姉妹校との交流をとおしてアジアとの交流も深め、異文化への理解と

   寛容な精神そして共生する姿勢を育み、人権および国際感覚豊かな広く世界で活躍でき

   る人材の育成に努める。 

 

 ③ 教職員研修計画 

     第１回 ４月中旬  特別支援の必要な生徒について（職員会議）  

    第２回 11 月中旬  幅広い人権問題を考える 

 

 ④ 人権教育年間計画（「総合的な学習の時間」とＬＨＲを中心に） 

   ［１年次の目標］社会に存在するさまざまな差別問題・人権問題に関心を持ち、主体的

          に取り組むことにより、一層の認識を深め、人権尊重に富んだ人間形成

          をめざす。 

    前期  ・府立人研「学校生活と人権に関するアンケート」実施（全クラス） 

             ・3 年間の人権教育を見通して 
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       後期 ・「差別を知る」と題し、カナダの小学校の特別授業の様子を参考に根拠のな

い差別に気づき否定する心を育てる。 

 

   ［２年次の目標］人権教育に関心を持たせ、社会の現実やさまざまな問題に対する認識

          を深めることをめざす。 

    前期 ・多様な人々と共生できる社会をめざして 

    後期 ・国際交流のあり方、異文化理解の仕方、戦争の意味するものと平和について

        考える。 

 

   ［３年次の目標］豊かな人権感覚を身につけさせて、卒業後、社会において出会うであ

          ろうさまざまな差別、人権侵害を見抜き、対応できる人間形成をめざす。 

    前期 ・奨学金制度説明会（生徒指導課奨学金係） 

           ・就職差別についてのＬＨＲ 

        「近畿統一応募用紙」への取り組み、違反質問など 

       後期  ・社会の状況と自己の生き方や労働についてのＬＨＲ 

 

(６) 健康管理と指導の方針 

 ① 目標 

  ア 自らの健康について考え、生涯を通じて健康で安全な生活を送ることができる態度を

   養う。 

  イ 一人ひとりが気持ちよい環境作りに心掛け、清掃は丁寧に行い校内美化に努める。 

  ウ 集団の中における個人を自覚させ、個性や能力を発揮し充実感を得られるような心を

   育てる場としての学校作りを推進する。 

  エ 教育相談の充実により、情緒の安定を図る。 

 

 ② 目標達成のための方策 

  ア 健康診断の事後指導、健康相談・保健だよりなどを通して自らの健康について留意さ

   せる。 

  イ 保健委員会の活動によって、校内美化の意識を高める。 

  ウ 年間保健活動内容の掌握をはかり、計画的に実施する。 

  エ 清掃の徹底とゴミの分別収集を日常的に行うとともに、草花のある学習環境作りを推

   進する。 

  オ 教育相談を充実させ、専門機関との連携を定期的に実施する。 

 

 ③ 学校保健安全計画 

  ア 学校保健計画（別紙１） 

 

  イ 学校安全計画（別紙２） 

 

(７) 学校組織の運営方針 

   校長のリーダーシップのもと学校教育をめぐる様々な課題と急速な社会の変化、また生

  徒・保護者のニーズの変化に対応できるように迅速な意思決定や効率的な業務運営を可能

  とする組織体制を構築するとともに、その機動力を高め、今後もたえず適切な変更を継続
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  しなければならない。また、業務改革によって分掌業務など業務のスリム化、業務の平準

  化や業務の輻輳化を改善し、教員のゆとりを創出するとともに、教科教育、担任業務など

  直接生徒と係わる時間の創出・増加を図ることも重要である。組織体制が十分に機能し教

  職員の事務作業分野における負担軽減につながり、また、生徒のために使えるゆとりを創

  出できるか否かは、その円滑な運営にかかっている。情報の共有と意思疎通を密にし、協

  同体制の確立に努める。 

   また、コンプライアンスを常に念頭に置き、責任体制を明確にする組織体制づくりを進

  め、府民の信頼に応えられるよう教職員一同職務を遂行する。予算においても中長期的な

  ビジョンのもとで年次計画を踏まえ予算編成を行なう。 

   教育は人によって行われ、人のために営まれるものである。その成果は府民に支えられ

  た公立高校の責務として、また開かれた学校の理念の下で、常時学校を公開することが求

  められている。学校協議会、公開授業、学校評価を通して学校運営や授業評価を保護者や

  生徒、外部識者に求める。その評価をもとに学校運営の改善・改革を進め教育力の向上と

  その改革を図る。 

 

(８) 教員の研修方針・研修計画 

 ① 目標 

   従来にも増して多様に変化する生徒に達成感、成就感を持たせられるよう、日々の研鑚

  と修養に努めねばならないと考え、全員参加での研修を不断に行い、教育力の向上を図る。 

  ア 教員としての自覚や、広い教養と専門的知識ならびに優れた教育技術を培うため、府

   教委・各教科研究会（人権教育を含む）主催の研修には、教育活動に支障がない限り積

   極的に参加するとともに、研修の成果や資料・情報などを日常の学習指導や分掌の職務

   遂行に活かすように努める。 

  イ 教科別・分掌別・学年別研究を実施するため、時間割の中に研修時間を組み入れ、毎

   週１回は定期的に会合し、研鑽に努めるほか、放課後、適宜委員会を開催して教育活動

   の推進、拡充を図るための検討を重ねる。 

  ウ 学習指導要領の方針に沿った具体的な教育活動を展開するため、教科代表者会議を定

期的に開催し、総合的な検討を図る。 

  エ 教科研修会においては、生徒の理解度を把握しつつ指導内容・指導方法などについて

   検討し、実践効果をもとに的確に対応するよう、その調整と改善に努める。 

  オ 生徒の出身中学校との連携を密にするため、中高連絡会を開催して、教科指導・生徒

   指導全般について、および個々の生徒の指導について意見・情報の交換を行う。 

  カ 公開授業・研究授業・教科内での学習会などを開催し､教員相互の授業研究に資する。 

  キ 学校教育自己診断などの様々な診断結果、および学校協議会からの具申をもとに、地

   域・保護者・生徒から信頼される学校作りに教員全体で取り組む。 

  ク 覚醒剤の乱用防止・凶器を用いた暴力行為への対策・不登校や中退防止・体罰防止・

   セクシュアルハラスメントの防止・教育情報保護など、緊急の課題に即応して柔軟に研

   修を行う。 

  ケ 教員経験の少ない教職員を対象とした校内研修を実施し、教員としての資質の向上を

図る。 
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２ 校務分掌 

（１）校務分掌表 

室 課 係・ワーク 責任者 サポート 

 

学校運

営室 

 

室長 

山本尚 

 

副室長 

荒堀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営室長（山本尚） 

・企画委員会及び室間調整 

・学校協議会 

・簡易起案文書等の管理 

・関係情報収集・整理・伝達・ＰＤＣＡｻｲｲｸﾙの管理 

・内規関係 

・チャイム 

・学校診断 

山本尚 

山本尚 

山本尚 

山本尚 

山本尚 

山本尚 

奥田 

村田 

 

 

 

 

 

 

矢野 

南 

・入学者選抜主担 

・入学者選抜委員会 

山本尚 

那須 

 

山本謙 

 

学内 

総務課 

荒堀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務係（荒堀） 

  次年度入学式 

  卒業式 

  始業式・終業式 

  全校集会（対面式、離任式を含む） 

  年間行事検討委員会 

  月間行事計画（職員会議資料・生徒資料） 

  各種掲示物（懸垂幕、掲示板を含む） 

  職員会議記録 

  職員朝礼 

  ＬＨＲ調整 

  メビウスノート（生徒手帳） 

 

荒堀 

荒堀 

荒堀 

山本謙荒

堀 

東 

矢野 

荒堀 

荒堀 

山本尚 

高橋 

 

 

 

東 

荒堀 

山本尚 

荒堀 

村田 

 

 

 

荒堀 

ＰＴＡ係（荒堀） 

  ＰＴＡ役員会 

  ＰＴＡ実行委員会 

  ＰＴＡ指名委員会 

  ＰＴＡ国際交流委員会（文化祭バザー） 

  ＰＴＡ文化祭模擬店係 

  ＰＴＡ社会見学 

 

山本尚 

荒堀 

山本尚 

南 

村田 

矢野 

 

荒堀 

山本尚 

 

高橋 

奥田 

山本謙 

研修・研究係（山本尚） 

    授業研修 

  研究授業 

 

東 

山本尚 

 

山本尚 

東 

同窓会係（山本尚） 

  同窓会委員会・二十歳の集い 

  同窓会総会 

 

 

 

奥田 

辻本 

 

荒堀 

奥田 
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学外 

連携課 

那須 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域連携係（山本尚） 

  リーフレット・ポスター・資料作成 

    中高連携 

    学校説明会（10月10日・校内） 

  学校説明会（地域・公民館） 

  学校説明会（中学校） 

   学校説明会・公開授業（10月24日・校内） 

  合同説明会 

  中学校訪問 

  塾連携 

 

山本尚 

若林 

山本尚 

矢野 

山本尚 

山本尚 

山本尚 

那須 

山本尚 

 

矢野 

辻本 

 

山本尚 

 

 

 

矢野 

国際交流係（那須） 

  オーストラリア研修 

  タイ 

  韓国 

  文通（ペンパル）交流  

  研修選考 

   出題 

   面接 

 

那須 

那須 

那須 

那須 

那須 

南 

東 

 

南 

矢野 

荒堀 

村田 

 

那須 

村田 

山本謙 

情報係（山本謙） 

  職員名札・名刺 

  情報関係施設・設備備品・消耗品管理 

  ＩＣＴパソコン管理・整備・受け渡し 

  ネットワーク保守管理（ＩＣＴ、学情、校内） 

  教職員、生徒ＩＤ 

  ソフトウェア申請 

  設備予約 

  学校Ｗｅｂページ・写真 

  槻の木メール 

   

 

矢野 

山本謙 

山本謙 

山本謙 

山本謙 

山本謙 

山本謙 

南 

村田 

 

奥田 

 

 

那須 

 

 

 

村田 

南 
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（２）学習指導室 

室 課 係・ワーク 責任者 サポート 

室長 

奥本 

 

副室長 

小野 

 

・室内調整、室会議の運営 

・簡易起案文書・公文書および文書綴りの管理 

・関係情報の収集・整理・伝達、ＰＤＣＡサイクルの管理 

・ＰＴＡ実行委員会 

・学校協議会 

・カリキュラム関係 

・教育実習 

・教員計画 

・インターンシップの受け入れ 

・総合的な学習の時間 

・啐啄サポート（国公立大学出願校検討会議を含む） 

・FINE SYSTEM 保守管理 

奥本 

奥本 

奥本 

奥本 

奥本 

奥本 

奥本 

奥本 

奥本 

奥本 

奥本 

奥本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小野、常盤井 

進
路
課 

大 

学 

係 

 

・指定校推薦（一覧作成、広報） 

・国公立推薦（入試情報収集、広報） 

・指定校推薦、国公立推薦選考会議 （申込受

付、会議資料作成） 

・大学情報収集整理、広報、説明会一覧作成 

・入試問題集（赤本、問題正解集、管理、貸出） 

・センター試験業務（出願指導～自己採点集約） 

・受験集約（受験入力、合否集約、結果整理、

専門学校を含む） 

・看護医療系受験指導 （１日看護体験、専門

学校を含む） 

兒玉 

兒玉 

小野 

 

兒玉 

井上裕 

久一 

丹治 

 

各務 

 

小野 

小野 

奥本 

 

井上裕 

兒玉 

丹治・小野 

久一、小野 

 

小野 

 

 

専 

門 

学 

校 

係 

・専門学校情報整理 

・専門学校受験個別指導 

井上裕 

井上裕 

兒玉 

兒玉 

就
職
係 

・企業対応・ハローワーク対応  

・企業訪問計画と実施 

・応募前職場見学会実施 

・民間就職個別指導、受験企業決定案作成 

・就職推薦選考委員会 

・公務員就職情報収集、個別指導 

・就職調査書作成 

・面接指導※ 

各務 

各務 

各務 

各務 

各務 

各務 

各務 

各務 

奥本 

奥本 

奥本 

奥本 

奥本 

奥本 

小野 

田中伸、兒玉 
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調
査
書
係 

・進学調査書作成 

・卒業生調査書作成 

・調査書委員会 

久一 

各務 

小野 

丹治、齋藤 

兒玉 

奥本 

  ガ 

イ 

ダ 

ン 

ス 

系 

・進路ＨＲ企画実施（進路希望調査、志望校登

録、１年ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ、２年大学別・分野別説明会

を含む） 

・保護者対象進路説明会 

 

 

・進路のしおり作成（１年版） 

・進路のしおり作成（３年版） 

・ガイダンスブック作成 

・科目選択指導（履修データ管理保存を含む） 

 

 

・ＬＨＲ調整委員会 

・学習指導室だより発行 

・情報処理 

・学力テスト結果集約※ 

 

 

・志望校検討会議※ 

伊藤、

恒川、

丹治 

小野 

 

 

井上裕 

井上裕 

小野 

小野 

 

 

小野 

奥本 

井上裕 

伊藤、

大西、

久一 

奥本 

小野 

 

 

伊藤、恒川、

大西、久一、

丹治 

兒玉、奥本 

兒玉、奥本 

奥本 

伊藤、恒川、

大西、久一、

丹治 

  

小野 

兒玉、各務 

兒玉 

 

 

小野、常盤井 

図 

書 

係 

・図書室運営（閲覧室管理、貸出業務、図書選 

定、蔵書管理） 

・図書委員指導（委員会指導、読書広報指導）

・蔵書管理 

・視聴覚機器管理 

・芸術鑑賞※ 

田中伸 

 

田中伸 

田中伸 

田中伸 

田中伸 

山本有、各務 

 

山本有、各務 

山本有、各務 

 

各務、山本有 

教
務
課 

考 

査 

成 

績 

係 

 

･成績（追認）判定委員会 

・定期考査 

・出欠管理 

 

 

・成績処理 

 

 

・修得単位数管理 

 

 

・追認指導 

・学外学修の単位認定（資格、大学授業）※ 

奥本 

辻 

山岡、

渡邊、

徳永 

山岡、

渡邊、

徳永 

山岡、

渡邊、

徳永 

武田 

常盤井 

 常盤井 

武田、常盤井 

常盤井 

 

 

常盤井 

 

 

常盤井 

 

 

常盤井 

齋藤 
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指導要録

係 

・指導要録 

・卒業生単位･成績証明書発行 

・教科書・副読本 

辻井 

辻井 

辻井 

辻 

辻 

辻 

学習計画

係 

・教科主任会議 

・在籍管理 

・留学委員会 

・自習室運営※ 

常盤井 

常盤井 

常盤井 

武田 

奥本 

  

  

渡邊 

学習編成 

係 

・学習編成（講座編成、クラス分け） 

 

 

・特別非常勤講師 

・時間割編成 

・授業時間調整 

・ＬＨＲ調整委員会 

山岡、

渡邊、

徳永 

辻井 

常盤井 

常盤井 

常盤井 

常盤井 

 

  

 

辻 

辻、辻井 

  

校務処理

システム

係 

・校務処理システム※ 

・入力・出力・出席簿※ 

・生徒住所録※ 

齋藤 

齋藤 

齋藤 

常盤井 

常盤井 

常盤井 
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（３）生活指導係 

室 課 係・ワーク 責任者 サポート 

室長 ・室内調整、室会議の運営、課長会議の招集、各

課会議へ出席 

・簡易起案文書・公文書および文書綴りの管理 

・関係情報の収集・整理・伝達、ＰＤＣＡサイク

ルの管理 

・ＰＴＡ実行委員会 

・学校協議会 

・後輩たちへのメッセージ（隔年で実施） 

田中眞 

田中眞 

田中眞 

田中眞 

田中眞 

田中眞 

  

  

  

  

  

  

  

 
 

 
 

生
徒
指
導
課 

生 

徒 

指 

導 

係 

（辰巳慶） 

 

  

・遅刻防止キャンペーン 

・交通安全指導 

・遅刻欠席集計 

・頭髪指導 

・学年生活指導（１年） 

・学年生活指導（２年） 

・学年生活指導（３年） 

・集合指揮 

・懲戒・問題行動 

・拾得物・紛失 

・自転車登録・自転車保険・自転車ステッカー 

･ポスター掲示 

・当番表作成  

  

井上幹 

辰巳慶 

井上幹 

辰巳慶 

岡田 

戸野 

辰巳和 

井上幹 

辰巳慶 

山本真 

山本真 

山田 

井上幹 

  

辰巳慶 

山本真 

辰巳慶 

各担任 

谷川 

大窪 

吉岡 

山本真 

学年生指 

野中 

辰巳慶 

野中 

人権係 

（薮本） 

・人権教育推進委員会 

・人権 HR の企画 

・教職員人権研修の企画・運営   

籔本 

籔本 

籔本 

田中眞 

田中眞 

田中眞 

奨学金係 

（嶋田） 

・在学奨学金 

・予約奨学金  

嶋田 

嶋田 

籔本 

井上幹 

健 

康 

サ 

ポ 

｜ 

ト 

係 

 

・学校保健委員会 

・生徒保健委員会 

・教育相談委員会 

･食堂委員会 

・健康相談 

・検尿 

・歯科健診 

水野北野 

嶋田 

水野北野 

金子 

水野北野 

水野北野 

金子 

金子 

井上幹 

田中辰巳 

田中眞 

1 年担任 

金子 

水野 
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  ･心臓検診 

･新入生検診 

･内科検診・身体測定 

･保健だより 

･安全衛生委員会 

･学校保健委員会 

･救急体制 

･休業前講習（部員対象） 

･健康の記録 

・合宿前アンケート 

・修学旅行保健全般 

･薬物乱用防止教育 

水野・北野 

水野・北野 

金子 

水野 

田中眞 

水野・北野 

水野 

金子 

水野 

水野 

水野 

水野 

金子 

金子 

水野 

  

  

金子 

金子 

吉岡・山本真 

金子 

金子 

金子・戸野 

施 

設 

点 

検 

そ 

の 

他 

係 

（金子） 

･施設点検その他係 

･ＰＴＡ・外部連携 

･ボランティア清掃 

･安全点検 

･空調関係 

･清掃関係 

･避難訓練 

･緊急事態発生時の対応について 

嶋田 

 

金子 

嶋田 

金子 

籔本 

金子 

水野 

籔本 

 

野中 

籔本 

山田 

嶋田 

野中 

金子 

生
徒
会
課 

行 

事 

係 

（松浦） 

・新入生歓迎会 

・交流会（高槻支援学校・高槻ジャズストリート） 

松浦 

野中 

元屋敷 

元屋敷 

会計係 

（元屋敷） 

・会計 元屋敷 松浦 

役 

員 

会 

・ 

委 

員 

会 

指 

導 

（元屋敷） 

・役員選挙・選挙管理委員会指導 

・役員会指導 

・クラス委員 

・評議委員会指導 

・体育委員会指導 

・文化委員会指導 

・物品管理貸し出し 

松浦 

元屋敷 

野中 

元屋敷 

元屋敷 

元屋敷 

元屋敷 

元屋敷 

松浦 

松浦 

野中 

谷川大窪吉岡 

谷川大窪吉岡 

松浦 
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ク 

ラ 

ブ 

活 

動 

係 

  

・クラブ活動指導・クラブ代表者会議指導 

・クラブ顧問会議 

・顧問調整 

・クラブ活動調査 

・考査期間及び長期休業中活動調査 

・クラブ員集会 

・掲示許可 

・高体連登録 

・宿泊を伴う活動（合宿） 

松浦 

元屋敷 

元屋敷 

野中 

野中 

辰巳慶 

辰巳和 

野中 

松浦 

元屋敷 

松浦 

松浦 

松浦 

戸野 

元屋敷 

  

松浦 

元屋敷 

 

 

 

 

（４）学年室 

室 学年等 係・ワーク 責任者 サポート 

 

学年室 

 

室長 

藤田 

 

副室長 

片岡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年室長（藤田） 

・室内調整、室会議の運営 

・企画委員会・運営委員会・担任会(各学年)への出席 

・簡易起案文書・公文書および文書綴りの管理 

・関係情報の収集・整理・伝達、ＰＤＣＡサイクルの管理 

・学年費の管理・運営（各学年） 

・中高連絡会の企画・運営 

・高大連携（大学との連絡・調整） 

・合格者登校日の企画・運営 

・入試成績口頭開示の運営 

・修学旅行、卒業アルバム、その他の取扱業者の選定 

・ＰＴＡ実行委員会関係 

・ＰＴＡ学年委員会関係（各学年） 

・ＰＴＡ広報委員会関係 

・学校協議会関係 

・緊急保護者連絡網の整備・運用、及び、緊急対応 

藤田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片岡 

小西 

仲井 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学年 

担任団 

 

主任 

仲井 

 

副主任 

伊藤 

 

学年主任（仲井） 

  学年費の管理・運用 

  担任会の運営 

  ＰＴＡ学年委員会担当 

  中高連絡会の企画・運営 

  合格者登校日の準備・運営 

  学年集会の企画・運営 

  保護者懇談週間の調整・集約 

  学年保護者集会の運営 

 

藤田 

仲井 

仲井 

藤田 

藤田 

仲井 

仲井 

仲井 

 

仲井 

伊藤 

藤田 

仲井 

仲井 

岡田 

伊藤 

伊藤 



20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年総務係：副主任（伊藤） 

   ＬＨＲの計画委員会担当 

  ＬＨＲの企画・運営 

  家庭への連絡・通知事項の集約・整理 

  生徒情報の集約 

 

仲井 

伊藤 

伊藤 

仲井 

 

伊藤 

各担任 

仲井 

伊藤 

学年学習指導係（山岡） 

  学年成績会議の運営 

  成績資料の作成 

  成績伝票・通知票の準備 

  答案返却日の準備・運営 

  科目選択の指導 

  週末課題・週間課題の調整 

  特別学習指導の準備・運営 

 

伊藤 

山岡 

山岡 

藤田 

伊藤 

田上 

仲井 

 

山岡 

仲井 

仲井 

仲井 

仲井 

山岡 

山岡 

学年生活指導係（岡田） 

   欠席・遅刻、身だしなみ等の生活指導 

  清掃・大清掃の指導 

 

岡田 

岡田 

 

伊藤 

田上 

学年行事係（谷川） 

  体育大会の学年運営 

  文化祭の学年運営 

  校外学習の企画・運営 

   カルタ大会の企画・運営 

  学年行事の企画・運営・アルバム業者との連絡 

 

谷川 

谷川 

山岡 

谷川 

谷川 

 

岡田 

岡田 

田上 

山岡 

田上 

学年修学旅行係（伊藤） 

  総務 

  渉外 

 

伊藤 

仲井 

 

山岡 

山岡 

 

２学年 

担任団 

 

主任 

小西 

 

副主任 

上西 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年主任（小西） 

  学年費の管理・運用 

  担任会の運営 

  ＰＴＡ学年委員会担当 

  学年集会の企画・運営 

  保護者懇談週間の調整・集約 

  学年保護者集会の運営 

 

藤田 

小西 

小西 

小西 

小西 

小西 

 

小西 

上西 

藤田 

戸野 

上西 

上西 

学年総務係：副主任（上西） 

  ＬＨＲの計画委員会担当 

  ＬＨＲの企画・運営 

  家庭への連絡・通知事項の集約・整理 

  生徒情報の集約 

 

小西 

小西 

上西 

上西 

 

上西 

各担任 

小西 

小西 

学年学習指導係（恒川） 

  学年成績会議の運営 

  成績資料の作成 

  成績伝票・通知票の準備 

  答案返却日の準備・運営 

 

渡邊 

渡邊 

渡邊 

藤田 

 

上西 

小西 

小西 

小西 
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  科目選択指導 

  週末課題・週間課題の調整 

  特別学習指導の準備・運営 

恒川 

上西 

小西 

大西 

大西 

上西 

学年生活指導係（戸野） 

   欠席・遅刻、身だしなみ等の生活指導 

  清掃・大清掃の指導 

 

戸野 

大窪 

 

大窪 

戸野 

学年行事係（大窪） 

  体育大会の学年運営 

  文化祭の学年運営 

  校外学習の企画・運営 

  学年行事の企画・運営・アルバム業者との連絡 

 

大窪 

大窪 

戸野 

大窪 

 

戸野 

戸野 

大西・大窪 

戸野 

学年修学旅行係（渡邊） 

  総務 

  渉外 

  しおり 

  生徒修学旅行委員会の運営 

  保健関係 

  事前・事後の指導 

 

渡邊 

恒川 

渡邊 

上西 

大窪 

小西 

 

小西 

上西・渡邊 

恒川 

恒川 

上西 

渡邊 

 

３学年 

担任団 

 

主任 

片岡 

 

副主任 

久一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年主任（片岡） 

  学年費の管理・運用 

  担任会の運営 

  ＰＴＡ学年委員会担当 

  学年集会の企画・運営 

  保護者懇談週間の調整・集約 

  学年保護者集会の運営 

 

藤田 

片岡 

片岡 

片岡 

片岡 

片岡 

 

片岡 

久一 

藤田 

吉岡 

久一 

久一 

学年総務係：副主任（久一） 

   ＬＨＲの計画委員会担当 

  ＬＨＲの企画・運営 

  家庭への連絡・通知事項の集約・整理 

  生徒情報の集約 

 

片岡 

久一 

久一 

久一 

 

各担任 

片岡、各担任 

山本京 

山本京 

学年学習指導係（德永） 

  学年成績会議の運営 

  成績資料の作成 

  成績伝票・通知票の準備 

  答案返却日の準備・運営 

  科目選択の指導 

  特別学習指導の準備・運営 

  講習の準備・運営 

  「終礼テスト」の運営 

 

久一 

德永 

德永 

藤田 

久一 

片岡 

山本京 

丹治 

 

德永 

片岡 

片岡 

片岡 

丹治 

山本京 

各担任 

各担任 

学年生活指導係（辰巳和） 

   欠席・遅刻、身だしなみ等の生活指導 

  清掃・大清掃の指導 

 

辰巳和 

辰巳和 

 

片岡 

山本京 
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学年行事係（吉岡） 

  体育大会の学年運営 

  文化祭の学年運営 

  校外学習の企画・運営 

  卒業式第Ⅱ部・同生徒委員会担当 

    卒業アルバム制作・同生徒委員会担当 

 

吉岡 

吉岡 

吉岡 

吉岡 

德永 

 

德永 

山本京 

山本京 

山本京 

久一・丹治 

 

 

 

 

 

 

サポー

ト係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上係（岩本） 

  １年～３年学力テスト（窓口担当、受験指導） 

  校外模試指導（申込受付、受験指導、結果） 

  平日・土曜講習 

  

スタディサポート（１年） 

 

高大連携（関大・阪大・府大のセミナー参加指導

      、１年大学見学会） 

進学支援係（岩本） 

  夏期・冬期・春期講習 

   

勉強合宿・一日勉強会 

 

岩本 

岩本 

岩本 

 

岩本 

 

藤田 

 

 

岩本 

 

岩本 

 

中根・三浦 

中根・三浦 

山本京・上西

・田上 

田上 

 

岩本 

 

 

山本京・上西

・田上 

中根・三浦 
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（５）事務室 

担 当 業 務 種 別 備考 

河嶋事務長 

・事務室総括 
・〔出納員〕、〔ＰＴＡ会計〕 
・人事管理全般 
・金庫・公印・各種通帳等管理  
・監査・査察・所属長自己検査等の対応  
・公務災害事務 
・入学式・卒業式等の各種セレモニー対応  
・ＰＴＡ会費・後援会費・同窓会費・各学年費・修学旅行積立金等の会
計処理 
（ネットバンキング＋ＲＡＫＵシステム）  
・学校協議会 
・スクールアメニティ関係 
・警備業務委託 
・その他 

 

上田主査 

・〔会計員〕、文書主任  
・予算管理（分掌・教科予算含む）  
・物品管理―購入・維持・修理含む・寄附採納含む  
・小口支払基金管理  
・監査資料等作成 
・行政文書管理 
・非常勤雇用、出勤管理 
・公有財産（土地・建物）管理―工事・修繕含む 
・行政財産目的外使用許可、関連収入事務  
・経営推進費、マネジメント経費の集約  
・学校開放事業報告等  
・ネットバンキング第１承認者  
・各種調査回答 
・その他 

 

白神専門員 

・共済組合・互助組合関連の職員福利厚生  
・被服貸与 
・賃金・報償費関係予算執行  
・旅費・各種手当関係認定及び予算執行  
・委託料、役務費、使用料、賃借料、負担金の予算執行  
・郵券の出納 
・日本スポーツ振興センター給付金  
・生徒異動関係 
・就学支援金、奨学のための給付金事務等  
・学校徴収金ほか収入関係 
・生徒用各種証明書発行 
・生徒会費の会計処理（ネットバンキング＋ＲＡＫＵシステム）  
・卒業証書・台帳作成  
・非常勤職員不在時の対応 
・その他 

 

大西 
非常勤職員 

・窓口、電話の応対  
・郵便物種分 
・文書の受付、回覧（メール含む）  
・事務室での資料等印刷 
・教頭繁忙期の事務補助 
・その他 
 

 

吉村 
非常勤職員 

技師室 

西村副主査 
安井派遣職員 

・土地・建物・設備・備品の日常的維持管理  
・セレモニー等会場設営 
・その他 
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(１) 学年主任、ホームルーム担任一覧表 

(２)   

学年    主任・副主任     組  ホームルーム担任   

   

 

１ 

 

 

主 任  仲井 弘平 

副主任   伊藤 星之 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

岡田 英次 

仲井 弘平 

山岡 由佳 

田上 一文 

谷川 千夏 

伊藤 星之 

 

 

２ 

 

 

主 任 小西 久美子 

副主任 上西 雅子 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

大西 啓太 

小西久美子 

渡邊 章雄 

上西 雅子 

大窪 久美子 

戸野 佑亮 

恒川 達也 

 

 

 

３ 

 

 

 

主 任 片岡 弘典 

副主任 久一 千絵 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

辰巳 和也 

丹治由美子 

山本 京子 

久一 千絵 

徳永 貴之 

吉岡 隆輔 

片岡 弘典 
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(3)生徒会顧問、部活動（サークル・同好会）  

①生徒会顧問 元屋敷 田中眞 松浦 

②部活動（サークル、同好会）顧問一覧 

    1 年 2 年 3 年   

   部 顧問 男 女 男 女 男 女 計 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

体
育
系 

剣道 吉岡、中根、大西、東、 6 0 5 3 3 6 23 

男、硬テ 仲井、久一、山本尚、 19 0 8 0 12 0 39 

女、硬テ 山岡、小野、仲井、三浦、 0 8 0 7 0 3 18 

サッカー 
德永、金子、山本謙、若林、辻井、小

西 
23 3 39 3 36 1 105 

水泳 戸野、山本真、山本謙、山岡、奥田 11 1 2 7 3 5 29 

ソフ、テ 武田、恒川、丹治、那須、北野、 0 3 0 6 0 1 10 

男、バス 辰巳慶、岩本、田上、岡田、  常磐井 6 1 2 1 11 2 23 

女、バス 田上、大西、辰巳慶、齋藤、藪本 0 5 0 4 0 8 17 

女、バレ 谷川、兒玉、井上幹、野中、水野、 0 8 0 6 0 1 15 

バド 
矢野、辻、大窪、嶋田、三浦、村田、

伊藤 
3 5 1 10 7 13 39 

野球 田中眞、辻本、井上裕、山本真、荒堀 9 1 13 1 6 1 31 

陸上 奥本、藤田、田中伸、松浦、南、 9 3 2 9 12 3 38 

卓球 片岡、上西、山本京、辰巳和、各務、 10 0 12 0 1 2 25 

合気道 渡邊、元屋敷、齋藤、奥田 1 5 1 3 1 1 12 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

文
科
系 

イラスト 齋藤、金子、渡邊、各務 0 2 0 3 0 6 11 

園芸 
田中眞、辻本、武田、藤田、仲井、山

本真 
0 1 0 1 0 1 3 

演劇 岩本、兒玉、北野、三浦、東、矢野 0 2 2 2 0 3 9 

軽音 
元屋敷、辰巳慶、谷川、井上裕、吉岡、

山本宗 
5 7 5 10 10 12 49 

弦楽 
南、小西、村田、常磐井、田上、辻、

水野 
0 9 0 10 0 9 28 

茶道 上西、大窪、久一、北野 0 8 0 13 0 12 33 

吹奏楽 奥田、恒川、村田、丹治、德永、戸野 3 17 2 16 4 11 53 

ダンス 
山本謙、井上幹、山岡、矢野、那須、

野中 
0 9 0 14 0 10 33 

地歴 田中伸、大西、岡田、荒堀、兒玉 3 2 4 1 0 0 10 

美術 
松浦、小野、伊藤、辰巳和、嶋田、 

若林 
0 2 0 0 0 3 5 

文芸 中根、藪本、片岡、小西、齋藤 2 1 0 3 0 0 6 

放送 
戸野、奥本、山本京、山本尚、   

 常磐井、辻井 
0 4 1 1 1 3 10 

合計  110 107 99 134 107 117 674 

 

加入率 1 年生 90.4%  2 年 83.5％ 3 年 80.3％ 合計 84.5%    


